
週刊 避難者応援情報紙

皆様の生活する上での不安や疑問を少しでも解消していただく
ための情報紙として、毎週お届けします。

●南相馬市HP「フォトレポ」から
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21５
土

２ページをご覧ください。

市内12の小学校で運動会が開かれました。時折雨が

降る天気でしたが、子どもたちは徒競走やチャンス走、

演技など多彩な競技を元気いっぱいに取り組んでいま

した。

●新潟県

●東京電力



被災自治体News

市内12の小学校で運動会が開かれました。時折雨が降る天気でしたが、子どもたちは徒競

走やチャンス走、演技など多彩な競技を元気いっぱいに取り組んでいました。

今回は、小高・福浦・金房・鳩原小、鹿島小、上真野小、原町第一小、原町第三小の様子を

取材しました。
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21５ 土

1位目指してよーいどん（上真野小） 保護者と力を合わせて（小高4小） 雨粒をかき分けゴール前の接戦！
（原一小）

赤白の応援合戦も見ものの1つ（鹿島小） がんばれ！がんばれ！（原三小） チャンス走は運も重要（鹿島小）

隠れた定番競技「神旗争奪戦」
（原一小）

息の合った踊りを披露（上真野小） 華やかな衣装で演技（小高4小） 1等賞のシールは勲章だね（原三小）
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中央図書館では、新たに「移動図書館車」運行サービスを5月27日から始めるにあたり、ス

タートセレモニーが原町聖愛こども園で行われました。園児は利用者第1号として図書館車を

利用したり、読み聞かせを楽しんだりしました。

移動図書館車は、サービスステーションと名付けた市内の幼稚園や保育園、災害公営住宅、

生涯学習センターを月に1回または2回のペースで巡回します。積み込む本は1,500冊で、巡

回先の利用者層に合わせた内容です。蔵書の取り寄せや利用カードの発行もできます。

移動図書館車の車両は、公益社団法人から寄贈を受けたもので、以前は本市と同じく東日本

大震災の津波で大きな被害を受けた岩手県陸前高田市の仮設住宅を巡っていました。

26５ 木

園児を交えてテープカットしました どんな本があるのかな

みんなで仲良く読書の時間 木陰に座って読み聞かせを楽しみました
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昨年、復旧完了した「みちのく鹿島球場」で、プロ野球独立リーグ・BCリーグの公式戦が

初開催されました。地元の福島ホープス（本拠地：郡山市）の試合が行われ7－0で勝利しま

した。球場には市民らが訪れ、選手に大きな声援を送っていました。

試合前には記念セレモニーが行われ、全員で震災の犠牲者らの冥福を祈り、地元の野球少年

が選手に花束を贈りました。試合後には、少年を対象とした選手による野球教室が開催されま

した。

福島ホープス出場の公式戦は翌29日(日)も開催されました。

28５ 土

喪章を付け黙とうをささげる選手 選手に花束を贈り歓迎しました

圧巻の完封試合が展開されました 外国人選手による本塁打も飛び出しました

スタンドから選手に声援を送る来場者

浜通り×さんじょうライフvol.2604



4,025合 計

1国見町

南相馬市民の避難状況 ※南相馬市外に避難している人数（南相馬市HPから）

【都道府県別】 平成28年5月26日現在

都道府県 人 数 都道府県 人 数 都道府県 人 数 都道府県 人 数 都道府県 人 数

福島県 4,025 群馬県 140 兵庫県 23 広島県 6 島根県 1

宮城県 1,435 北海道 67 青森県 16 大分県 5 和歌山県 -

山形県 546 長野県 64 京都府 16 三重県 4 鳥取県 -

東京都 544 山梨県 57 福井県 13 宮崎県 4 徳島県 -

新潟県 534 秋田県 47 沖縄県 12 富山県 3 高知県 -

茨城県 522 岩手県 42 岐阜県 10 香川県 3 熊本県 -

埼玉県 481 静岡県 38 滋賀県 9 愛媛県 3 鹿児島県 -

栃木県 371 石川県 29 岡山県 8 佐賀県 3 海外 10

神奈川県 305 愛知県 26 福岡県 8 山口県 2 合 計 9,763

千葉県 298 大阪府 24 長崎県 8 奈良県 1

【福島県内市町村別】
市町村 人 数 市町村 人 数 市町村 人 数 市町村 人 数

福島市 1,010 喜多方市 36 南会津町 10 北塩原村 5

相馬市 996 本宮市 31 磐梯町 9 泉崎村 4

いわき市 571 会津坂下町 22 棚倉町 9 広野町 4

郡山市 465 鏡石町 19 三春町 9 天栄村 2

新地町 182 西郷村 19 大玉村 9 鮫川村 2

会津若松市 178 川俣町 16 金山町 7 浅川町 2

二本松市 94 桑折町 14 会津美里町 6 小野町 2

伊達市 94 猪苗代町 14 矢祭町 6 楢葉町 2

須賀川市 91 西会津町 13 矢吹町 5

白河市 49 田村市 12 古殿町 5

71,561人平成23年3月11日現在の人口

5.715人市内転居

14,630人

12人

9,844人

4,774人

9,763人

(5,738人)

9,763人

47,168人

3,387人

3,579人

34,487人

計

所在不明

転出

死亡（震災以外の死亡含む）

その他

計

（うち福島県外）

市外の知人宅や借上げ住宅等

市外避難者

計

市内の仮設住宅

市内の知人宅や借上げ住宅等

自宅居住

市内居住者

55,710人71,561人計

42,541人47,116人原町区

13,169人11,603人鹿島区

74人12,842人小高区

平成28年
5月26日現在の

居住者数

平成23年
3月11日現在の

人口

※平成23年3月11日以降の転入者および他市町村
からの避難者を含むため、避難の状況の市内居
住者数と合計の数が異なります。

南相馬市からのお知らせ

被災自治体News

(他市町村からの避難者 2,326人)

(5/19  9,789)
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被災自治体News

避難指示区域の解除について

5月31日HP更新

東京電力株式会社福島第一原子力発電所事故に伴い設定された避難指示区域について、

５月２７日、国・県・市の協議の結果、７月１２日に居住制限区域および避難指示解除準備区域を

解除することで合意しました。

これを受けて、５月３１日、国の原子力災害対策本部会議において、

７月12日午前０時、

南相馬市内の居住制限区域および避難指示解除準備区域の解除が

正式決定されました。

避難指示解除に関する文書を添付しましたので、
ご覧ください。 ※南相馬市の世帯のみ

浜通り×さんじょうライフvol.2606

問い合わせ 復興企画部 危機管理課 0244-24-5232TEL

問い合わせ 南相馬市役所 復興企画部 危機管理課 0244-24-5232TEL

南相馬市では、避難指示区域から市外に避難している皆さんを対象に、避難指示解

除時期などについて説明会を開催します。新潟県内では、三条市、新潟市、柏崎市で

開催します。ぜひご参加ください。

とき ６月１２日 午前10時～正午

ところ 三条市総合福祉センター １階 教養娯楽室（和室）

対象 南相馬市の避難指示区域から避難している方

※対象世帯には説明会の案内を郵送しています。

内容 避難指示の解除時期、除染の実施状況、生活インフラの復旧・整備状況

など

日



被災自治体News

常磐線（原ノ町駅～小高駅間）運転再開準備の試運転の実施について

5月27日HP更新

問い合わせ
東日本旅客鉄道(株) 水戸支社 設備部 029-227-5895
南相馬市役所 復興企画部 企画課 0244-24-5358

TEL

東日本大震災の影響で運転を見合わせている常磐線原ノ町駅～小高駅間の運転再開準備の

ため、試運転が始まります。

再開準備の区間

原ノ町駅～小高駅（運転休止中の区間）

試運転開始日

６月９日（木）

※ ６月８日から、上空の電線に電気が流れ、停止していた踏切が稼働します。ご注意ください。

注意事項

通電による感電事故防止のため、上空の電線に2ｍ以上近づかないようご注意ください。

踏切箇所は高さ4.5m以上の車両の通行（高い荷物を積んだ車両、竿などの長いものの運

搬）はできません。

小高駅の南へ約600ｍの範囲まで電気を流します。

原ノ町構内萱浜街道踏切は交通量が多いので、特に注意が必要です。

TEL

チラシを添付しましたので、ご覧ください。

※南相馬市の世帯のみ
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災害公営住宅の入居者を募集します

5月31日HP更新

次ページへ続きます

1-204

30-2

3-2

部屋番号

(4)1戸2DKRC造2階建西川原第二鹿島区

(3)1戸3DK木造2階建（長屋）万ヶ迫

(2)8戸3DK木造2階建（長屋）

(1)1戸2DK木造平屋建（長屋）
小高上町

小高区

申込
番号

戸数間取り構造団地名地区
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市で整備した災害公営住宅に、東日本大震災で家屋が半壊以上の判定を受けた方、原子力

災害により避難指示を受けている方を対象として、災害公営住宅の空き住戸への入居者を募集

します。

募集住宅

申込資格

震災時点（平成２３年３月１１日）で南相馬市内に住所を有し、次のいずれかを満たす方

(1) 東日本大震災で住宅が全壊した方、または住宅が半壊以上で家屋を解体もしくは解体が

確実である方

(2) 福島第一原子力発電所事故によって避難指示を受けている方

※ ただし、以下の条件に当てはまる場合は申し込みできません。

・税または公営住宅の家賃の滞納がある。

・世帯員に「暴力団による不当な行為の防止等に関する法律」で規定する暴力団員がいる。

応募多数の場合は公開抽選会で入居決定しますが、申込資格(1)の方を優先します。

※ ペット飼育は不可

※ 小高区の団地は申込資格(1)の方、または申込資格(2)の方で住宅を解体した方または解体

申請をした方が対象になります。

入居日

・西川原第二 ７月１日（金）

・小高区の団地 避難指示解除後（準備宿泊としての滞在は可能です。）

申込期限

(1) ６月１４日（火） ※郵送の場合は6月14日(火)必着

(2) 上記(1)の期間でも空きが生じている場合には、引き続き6月30日(木)まで募集します。

※郵送は6月30日(木)必着

ただし、募集戸数には変動が生じますので、あらかじめご了承願います。

なお、６月１５日以降の募集状況については、お問い合わせください。



被災自治体News
申込方法

市役所各申込窓口へ、「災害公営住宅入居仮申込書」を提出してください。

「災害公営住宅入居仮申込書」は、市役所各申込窓口で配布しています。また、市役所ホーム

ページからもダウンロードできます。

添付書類

申込資格(1)の方

全壊の方はり災証明書の写し、半壊以上の方はり災証明書の写し、家屋の解体証明書または

解体申出書の写し

申込資格(2)で小高区の団地を申し込む方

家屋の解体証明書または解体申出書の写し

市役所各申込窓口

・南相馬市役所 建築住宅課

・小高区役所 産業建設課 午前８時３０分～午後５時１５分（土・日、祝日を除く）

・鹿島区役所 産業建設課

【郵送先】

〒975-8686 南相馬市原町区本町二丁目27番地

南相馬市役所 建築住宅課 市営住宅係

問い合わせ 建設部 建築住宅課 市営住宅係 0244-24-5253TEL

今週の番組（60分） ※パソコン視聴

1. オープニング&今週の番組 [2分]

2. 市長メッセージ

避難指示解除準備区域・居住制限区域の解除について [7分]

3. みんな元気！移動図書館車運行スタート [10分]

4. 第10回南相馬市民俗芸能発表会

田植え踊り 川子手踊り保存会 [20分]

5. 第5回のまおい夢気球プロジェクト [15分]

6. みんなで歌って！南相馬市民の歌 高平幼稚園(再放送) [6分]

番組内容[6/1～6/8]

今週は、【7月12日、避難指示
解除】についての市長からのメッ
セージや、市内で開催された各種
イベントの模様をお届けします。

0244-26-5663

（平日のみ 午前9時～午後5時）
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「浪江町除染検証委員会の設立」および「第1回浪江町除染検証委員会」

の開催について 5月30日HP更新

６月３日(金)から、下記のとおり「浪江町除染検証委員会」の設立および「第１回浪江町除染検

証委員会」を開催します。

この委員会は除染作業や放射線などに対しての町民への不安解消へつなげることを目的とし

検証を進めていきます。

第1回浪江町除染検証委員会

浪江町からのお知らせ

アニメ「浪江町消防団物語 無念」
全国で上映中

5年前のあの日、浪江の津波被災地では何が起きていたのか——実話をもとに描い

たアニメ映画、「浪江町消防団物語 無念」。広島市の市民団体「まち物語制作委員

会」と「浪江まち物語つたえ隊」が制作したもので、町長はじめ多くの町民が声の出

演をしています。

・委員委嘱状交付

・検証委員会の進め方の説明

・今後の予定

内容

浪江町役場二本松事務所 大会議室場所

6月3日(金) 午前10時30分から日程

問い合わせ ふるさと再生課 除染対策係 0240-34-0228TEL

3月の作品発表後、全国各地で

自主上映が続いているとのことで

す。

先日は、東京都世田谷区で行わ

れた上映会のもようが、NHKで

報道されました。（5/23）
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浪江町内の上水道の開栓をします

6月1日HP更新

問い合わせ ふるさと再生課 上水道係 0240-34-0234TEL

７月から、高瀬行政区で上水道の開栓をします。

開栓は日程調整の上、お客様立会いのもと実施します。立会い時に止水栓および水道バルブ

を開栓しますので、所有者様自ら、操作は行わないようお願いします。

開栓を希望する方は、復旧事業課上下水道係までご連絡ください。閉庁日(土・日・祝)には開

栓できませんのでご了承ください。

当面の間、料金は徴収しません。徴収開始時には、改めてお知らせします。また、開栓後に工

事などのため、断水させていただくことがありますのでご了承ください。

対象となっていない行政区につきましては、開栓時期が来ましたら改めてご案内します。

対象行政区

(7月) 高瀬

(開栓済み) 幾世橋・北幾世橋北・北幾世橋南・北棚塩・酒田・藤橋・西台・立野下・立野中・立

野上・苅宿・加倉・田尻・小野田・谷津田

(平成28年度中) 権現堂１区～８区・佐屋前・牛渡樋渡・川添北・川添南・上ノ原

※ 対象行政区内の一部地域については、未通水のため開栓できません。詳細につきましては、

開栓に関するお問い合わせの際に説明させていただきます。
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常磐線復旧工事着手のお知らせ

6月1日HP更新

問い合わせ
東日本旅客鉄道株式会社 水戸支社 設備部
担当:小川・椎名・島田 029-227-5895

浜通り×さんじょうライフvol.26012

双葉町からのお知らせ

帰還困難区域を含む常磐線富岡～浪江間については、これまで被災施設の復旧と併せて、国

や地元自治体のご支援、ご協力をいただきながら、通行に必要な除染や異常時のお客さまの安

全確保対策を完了した後、開通させることを目指し準備を進めてきました。

この度、除染・復旧工事実施にあたっての課題解決の見通しが立ったことから、平成３１年度末

までの運転再開を目指し、６月から復旧工事に着手します。

同区間の運転再開をもって、東日本大震災の影響により運転を見合わせていた常磐線が全線

で運転を再開することとなります。

工事期間中はご迷惑をおかけしますが、ご理解をいただきたく、よろしくお願いいたします。

工事期間

平成２８年６月～平成３２年３月（予定）

施工会社

東鉄工業株式会社

工事予定表

施工前の状況 施工後のイメージ

TEL



被災自治体News

町長メッセージ

6月1日HP更新

田植えの季節が過ぎ、野山も新緑で彩られ、日々近づいてくる夏の気配を感じる頃とな

りました。

今年８月にリオデジャネイロで開催されるオリンピックの男子ケイリン競技に渡邉一成

選手が出場するという輝かしいニュースが飛び込んできました。北京、ロンドンに続く３

度目のオリンピック出場という偉業は、双葉町にとって大きな喜びであり、震災から５年

が過ぎてもなお避難生活を強いられている町民の皆さまにとっても大きな希望に繋がるこ

とと思います。これまで厳しい練習を重ねてきた渡邉選手をはじめ関係者の皆さまに感謝

を申し上げる次第です。渡邉選手の偉業をお祝いして、いわき事務所をはじめ、各支所や

町立学校に懸垂幕を掲げました。

また、６月１８日には、いわき市植田町において壮行会を開催し、渡邉選手を激励いた

しますので、町民の皆さまにもお誘い合わせのうえ壮行会に参加し、渡邉選手にエールを

送っていただきますようお願いいたします。

また、５年前の記憶がよみがえる様な大変なニュースが日本中を駆け巡りました。４月

１４日以降、熊本地方を襲った巨大地震は死者４０人以上、家の倒壊や土砂崩れ、道路の

寸断など甚大な被害が発生し、約１万人の方々が避難生活を送られています。双葉町でも

熊本県に避難している町民の方がおりますので、大変心配をしましたが、無事を確認でき

ました。町として熊本県、大分県に対しまして復旧・復興の財源となるようお見舞い金を

お送りしました。

４月１６日にいわき市内において、１７日には郡山市内において中野地区復興拠点の説

明会を開催しました。復興産業拠点は、今年３月に策定した双葉町復興拠点基本構想の中

で、新な産業・雇用の場として、民間企業に賃貸する産業用地、民間企業が入居できる共

同事業所、産業交流センター（仮称）などを整備していきます。ようやく目に見える形で

復興事業に取り組めることになりました。今後、用地交渉などを進めてまいりますので、

地区の皆さまにはご理解とご協力をお願いいたします。

また、４月２２日には、いわき事務所において行政区長会を開催し、町内復興拠点構想

や復興公営住宅整備の進捗状況について説明いたしました。

勿来酒井地区の復興公営住宅の建設予定地では、今年３月から基盤整備がはじまり、現

在敷地造成が始まっております。今年度後期には、住宅の建設工事に着手する予定です。

希望される町民の皆さまが早期に入居できるよう県に要請してまいります。

５月１３日には、双葉町いわき事務所に大橋良一加須市長、角田守良副市長が来庁され、

職員を激励し、町立学校や復興公営住宅の予定地等を視察しました。今後も加須市と双葉

町が友好な関係を維持し、更に発展させることをお願いいたしました。

間もなく梅雨の季節を迎えます。町民の皆さまには、くれぐれもお身体に気をつけてお

過ごしくださいますようお願い申し上げます。

双葉町長 伊澤 史朗

浜通り×さんじょうライフvol.260 13



被災自治体News

町内立ち入り時間の見直しについて

5月25日HP更新

富岡町からのお知らせ

問い合わせ 生活支援課 避難生活支援係 0120-33-6466

町では平成２９年４月の帰還を目指して、町内のインフラ整備や除染などを進めています。

町民の皆さまにおきましても、避難指示解除準備区域、居住制限区域にある住宅の改修など、

帰還に向けた準備が必要になることから、町内に滞在できる時間の延長を行うこととなりました。

また、帰還困難区域につきましても、他町（大熊町・双葉町・浪江町）の立ち入り時間を考慮し、

変更します。

変更日

６月１日（水）

見直し後の立ち入り時間

避難指示解除準備区域および居住制限区域

午前９時～午後４時を目安としてください。

帰還困難区域

午前９時～午後４時とします。

（帰還困難区域内の滞在時間は５時間以内です）

※夜の森ゲートまたは富岡消防署ゲートから退出してください。

広報とみおか５月号（お知らせ版）におきまして、夜の森ゲートの運用時間を午後３時までとご案

内しましたが、国との協議の結果、午後４時に延長することとなりました。

なお、富岡町交流サロン（町内サロン）の開所時間については、当面の間、午前9時～午後3時

となります。

開所時間が変更になる場合は、改めてお知らせします。

浜通り×さんじょうライフvol.26014



問い合わせ 震災復興支援課 広域支援対策室 025-282-1732TEL

5月26日

東日本大震災により福島県から自主避難されている方への応急仮設住宅の提供が平成28

年度末に終了することに伴い、県では自主避難されている方が、引き続き県内で安定した

生活を送れるよう、就業や居住に係る総合的な支援を実施することとし、関連予算を６月

県議会に提案します。

自主避難者への居住に係る支援

(1)県営住宅への入居支援

自主避難者に提供する県営住宅について、入居の際に必要な修繕などを実施します。

(2)公営住宅に移転する自主避難者への引越費用の補助

県営および市営住宅に移転する世帯に対し、５万円を上限として引越費用を補助します。

(3)小・中学生がいる自主避難者への民間賃貸住宅の家賃支援

小・中学生がいる世帯で、学区変更を伴うために公営住宅への移転ができない子育て世

帯を支援するため、民間住宅の家賃を補助します。

・福島県の民間賃貸住宅家賃補助に、１万円の上乗せ支援を行い、合計で月額４万円ま

で補助します。（平成30年度は月額３万円まで）

県内における就業支援

「Ｕ・Ｉターンコンシェルジュ」に避難者支援担当を配置し、県内在住避難者などの就

職先確保や住居・生活情報の提供等の支援を実施します。

浜通り×さんじょうライフvol.260 15



福 島 復 興 本 社

次ページへ続きます

５月３０日

当社は、このたび、「要介護状態等のご事情をお持ちの方」および「恒常的に介護が必要な方を介

護しておられる方」への「避難生活等による精神的損害」の賠償金の追加のお支払いにつきまして、

６回目（ご請求対象期間：平成２７年１２月１日から平成２８年５月３１日まで）のご請求の受付を、本年

６月１日より開始させていただくことといたしましたのでお知らせいたします。

６回目のご請求をいただく際に必要な書類は、次ページのとおりとなります。ご確認のうえご準備く

ださいますようお願い申し上げます。

また、これまでご請求いただいていない期間がある方は、今回まとめてご請求いただくことができま

す。

ご請求をご希望される方は、大変お手数ですが、末尾に記載の「福島原子力補償相談室（コール

センター）」までご連絡くださいますようお願い申し上げます。

※前回のご請求の際に５回目のご請求書類の送付をご希望された方につきましては、当社よりご請

求書類を順次発送させていただきますので、あらためてご連絡をいただく必要はございません。

また、請求時期の集中を避ける観点から、個別にご請求受付開始時期等の変更をお願いさせてい

ただいた方につきましても、変更後のご請求受付開始時期になりましたら、当社よりご請求書類を送

付させていただいておりますのでご連絡をいただく必要はございません。

５月３０日

当社は、このたび、個人さまに対する本賠償および生命・身体的損害に係る賠償につきまして、第

２０回目（ご請求対象期間：平成２８年３月１日から平成２８年５月３１日）のご請求の受付を本年６月１

日より開始させていただくことといたしました。

ご要望に応じたご請求書類をご送付いたしますので、大変お手数ですが、末尾に記載の「福島原

子力補償相談室（コールセンター）」までご連絡くださいますようお願い申し上げます。

なお、当社事故により避難等を余儀なくされたことで、生命・身体的損害による就労不能損害を被

られている方につきましては、「生命・身体的損害に係る賠償」にて就労不能損害をご請求くださいま

すようお願い申し上げます。
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お送りいただく証明書類について

６回目のご請求対象期間（平成２７年１２月１日から平成２８年５月３１日まで）における要介護状態

等を確認できる以下の証明書類をお送りくださいますようお願いいたします。お送りいただく証明書

類は、以下のフローチャートにてご確認ください。

① 介護保険被保険者証の写し ② 身体障害者手帳の写し

③ 精神障害者保健福祉手帳の写し ④ 療育手帳の写し

⑤ 上記４種類の証明書類以外で、要介護状態等を確認できる証明書類等の写し

問い合わせ
＜原子力事故による損害に対する賠償に関する問い合わせ先 ＞
東京電力 福島原子力補償相談室（コールセンター）

0120-926-404 午前9時～午後7時(月～金（除く休祝日))
午前9時～午後5時(土・日・休祝日) 

お送りいただく書類の判定 お送りいただく書類

証明書類をお送りいただ

く必要はありません。

上記①から④の証明書類

以外に、要介護状態等を

確認できる証明書類等を

お持ちの場合は、当社福

島原子力補償相談室

(0120-926-404)まで

ご連絡ください。

今回のご請求対象期間に

おいて、要介護状態等を

確認できる有効な証明書

類をお送りください。

はい

はい

はい

いいえ

いいえ

いいえ

今回のご請求対象期間において、これまで

のご請求でご提出いただいた証明書類で要

介護状態等を確認できない期間が含まれて

いる。

（今回のご請求対象期間において、区分変

更等により要介護状態等の等級が変更され

ている場合も「はい」にお進みください）

今回のご請求対象期間において、上記①から

④の証明書類で要介護状態等の認定を受けて

いた。

今回のご請求対象期間において、有効な証明

書類がお手元にある。(紛失等によりお手元

にない場合は､「いいえ」にお進みください)

1

2

3

4

治療、死亡、紛失等によ

り、有効な証明書類がお

手元にない場合は、「自

己情報開示請求に係る同

意書兼委任状」をお送り

いたしますので、当社福

島原子力補償相談室

(0120-926-404)まで

ご連絡ください。
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交流ルームひばり通信

5月30日(月)、避難者有志代表３人が市長室を訪

れ、皆さんからお寄せいただいた熊本地震義援金を、

國定市長に手渡しました。

義援金は、三条市役所を通じて、熊本地震の被災

地に届けられます。

ご協力ありがとうございました。

●義援金総額 １２３，０００円

報告!!

義援金を國定市長に手渡しました

佐竹紀さん、林忠則さん、大和田光代さん

クラッシックバレエやヒップホップ、ハワイアンからベリーダンスまで古今東西の洋舞

踊が、さんじょうのステージに終結します。

心も踊る祭典に行ってみませんか。

チケットを頂戴しました。枚数に制限がございますが、

ご希望の方は「ひばり」までお問い合わせください。

日 時 ６月１２日

場 所 中央公民館 大ホール

日

問い合わせ
交流ルーム「ひばり」 TEL ０２５６-３３-８６５０

開場 午後１時
開演 午後１時３０分
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交流ルームひばり通信

５月28日(土)、ご招待いただきました下田

地区・渡邉さんの畑へ、いちご狩りに行ってき

ました。

報告!!

この日、皆さんに書いていただいた、お米のお礼状を

渡邉さんへお届けしました。

「これが何よりうれしいです」と喜んでいらっしゃいま

した。

渡邉さんの奥さんが丹精込めて育てた

イチゴは、たくさん房を付け、真っ赤に

熟して食べごろになっていました。

子どもたちは、採っては食べ、箱いっぱいに

いただいてきました。

急な募集にも関わらず、集まってくださった

皆さんありがとうございました。
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市町村名 電話番号 以下の町は役場機能が移転しています。

南相馬市 0244-24-5232 浪江町:平石高田第二工業団地内

（二本松市北トロミ573番地）

双葉町:双葉町役場いわき事務所

（いわき市東田町2-19-4）

富岡町:郡山市大槻町西ノ宮48-5

浪江町 0243-62-0123

双葉町 0246-84-5200

富岡町 0120-33-6466

いわき市 0246-25-0500

郡山市 024-924-2491

被災自治体 問い合わせ先一覧

原町区

小高区

7635南相馬市 計

52

4

1

1

4

7

5

30

世帯数

116

10

5

1

7

17

8

68

人数市町村名

浪江町

双葉町

富岡町

いわき市

郡山市

合 計

三条市に避難している
世帯数と人数(2016.6.1現在）

発行/三条市総務部政策推進課 三条市旭町二丁目３番１号
Tel 0256-34-5511

交流ルームひばり通信

６月の『ひばり』

問い合わせ 0256-33-8650

hibari_sanjo_nyh@yahoo.co.jp

[開館時間] 午前9時30分～午後3時

TEL

E-mail
交流ルーム ひばり（総合福祉センター内）

浜通り×さんじょうライフvol.26020

ひばり休み

ひばり休み
浜通り配布

２日

１８日１７日１６日１５日１４日１３日１２日

ひばり休み
浜通り配布

ひばり
茶話会

ひばり休み
南相馬市

避難指示解除
に係る説明会

ひばり休み
浜通り配布

版画教室ひばり休み

三条凧合戦

１１日１０日９日８日７日６日５日

4日3日
★版画教室 第2・4水曜日午前１０時～正午
★茶話会＆簡単な手芸教室

第1・3・5水曜日午前10時～午後２時

気軽に参加ください。

土金木水火月日


